
91

〔特 別 掲 載〕
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鶉卵に対するX線照射の致死効果
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 Bergonie， Tribondeau等は，発育の旺盛な細胞程，

放射線に対して鋭敏であると説いている。鶏卵に対する

X線照射の効果は，入庫直前に照射したものと，聾卵期

間途中に照射したものとの間に，差異のあることが想像

される1）。著者等は，入卵前にX線を照射し，直ちに癌

化を開始して油化初期に於ける胎仔の発育｝こ及ぼす影響

を観察し，同時に購化第9日目の胎仔の生死を基準にし

た致死量を測定した。

       ll 実離材料及び方法

 実験材料として，50gm前後の新鮮な，白色レグホン

種の鶏卵を使用した。峰頭その他の異常卵を除き，晴化

法は，家赤2）の方法に従い自動調節器付電気式平面購

卵器を使用して，醇化した。温度は前半期に於いて，種

卵直：上温を101。・v102。 Fに，後半期｝こ於いては102。～

103QFに調節した。湿度は60N700％であった。換気を

充分に行い転卵は1日3回行った。放冷は転卵を以て代

行し特別に行わなかった。検卵は第5日目に施行し無精

卵を除外した（約5．9％）。

 X線発生源としてMaxmar 250－M X線治療機を使

用し，電圧220 KVP，電流10 mA，焦点被写体間距離

50cm，毎分X線量（空気）27．3γ，半価層Cu 1・5％，

濾過板Cu O．5％， Al 1．0％の照射条件で20γ及至1250

γを入卵前の鶏卵に照射した。照射直：後上記の如く欝化

を開始して，第9日目に5～10個ずつ検卵し7こ。検卵は

破穀して胎仔の体重を秤量し，崎型の有無を観察して破

殻直後の心臓の搏動及び賞の動きの有無を識標として生

死の判定をした。崎型胎仔でも心臓搏動のあるものは生

きているものとして計算した。第9日目の検卵成績を基

準にしてKaerber 5）の法に従いLDseを算出した。

        皿 実験成績

 X線を照射し，直ちに贈化を開始して第9日目に破殻

検卵して得た実験成績は第1表の如くである。
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   第2表鶏卵に対するX線照射の影響
           囎化第9日目の検卵成績）
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 上記の成績を特1乙生死に関して綜合し，第2表の如き

結果を得た。650 ty照身捌の中，1例は片方の眼の著る

しい発育不全を呈した。1000γ以上の照射例に於て死亡

せる胎仔は識別可能な各器官の形体を構成しなかった。

然し850γの照射例の中の1例だけは心臓が聯か発育し
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たが，第9日目の検卵の時には既に停止しているのをみ

た。

         IV 考   察

 第9N目の検卵結果の生死に関する成績を基準にして

Kaerberの方法に従いLDsoを算出すると570γとなる。

比較的大量の照射に於ても，生存せる胎仔は1例の崎型

を除いて，一般的に対照例とほぼ同様な発育状態を示し

た。

         V 結   論

 1。白色レグホンの種卵に対する入卵前のX線照射の

llif化発育に及ぼす影響を観察した。20γ乃至1250γの線

量を150個の鶏卵に照射した。

 2．贈卵第9日目の鶏胎仔の発育生死を基華にして

LDr， oを算：出した結果LD50は570γであった。
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